
昨
年

12月
、
全
国
で
と
り

く
ま
れ
た
「
子
ど
も
た
ち

に
も
う
１
人
保
育
士
を
！
」

の
運
動
が
実
を
結
び
、
政
府

は

76

年
変
え
て
こ
な
か
っ

た
保
育
士
配
置
基
準
を
、
２

０
２
４
年
度
か
ら
「
改
正
」

す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
ま
だ

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
３
歳
児
の
保
育

士
配
置
基
準
を

20：
１
か
ら

15：
１
」
に
「
４
・
５
歳
児

の
配
置
基
準
を

30：
１
か
ら

25：
１
」
に
改
善
す
る
と
明

記
し
ま
し
た
が
、
「
当
分
の

間
」
の
経
過
措
置
期
間
を
設

け
、
実
施
時
期
は
各
自
治
体

や
施
設
の
判
断
に
ま
か
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
自
治
体

に
よ
っ
て
は
、
今
ま
で
の
状

態
が
続
き
、
実
際
に
は
何
も

変
わ
ら
な
い
ま
ま
と
い
う
こ

と
も
あ
り
え
ま
す
。
ま
た
、

改
善
が
必
要
な
年
齢
は
３
～

５
歳
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

０
歳
児
、
１
・
２
歳
児
の
改

善
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

愛
媛
県
本
部
保
育
部
会
の

「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一
人

保
育
士
を
」
の
運
動
は
２
０

２
２
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
愛
知
の
保
育
運
動
を
学

び
、
保
育
士
配
置
基
準
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
と
り
く
み
、
結

果
８
０
７
人
の
声
を
集
め
ま

し
た
。
県
本
部
保
育
部
会
は
、

毎
年
、
各
自
治
体
に
保
育
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
ま
と
め
、
保
育
担
当

課
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見

を
、
県
子
育
て
支
援
課
懇
談

に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
自
治
体

訪
問
時
に
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
報
告
し
、
保
育
士

配
置
の
拡
充
を
要
請
す
る
こ

と
と
同
時
に
、
各
議
会
も
訪

問
し
、
国
へ
の
「
保
育
士
配

置
基
準
の
改
善
」
「
保
育
予

算
の
拡
充
」
の
意
見
書
提
出

の
請
願
・
陳
情
を
行
い
、
そ

れ
を
受
け
て
、
９
月
議
会
で

は
、
今
治
市
議
会
、
伊
予
市

議
会
、
西
予
市
議
会
の
３
議

会
が
意
見
書
提
出
の
採
択
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
７
月

31日
～

８
月
２
日
の
３
日
間
で
、

10

自
治
体
の
保
育
担
当
課
と
の

懇
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

と
し
て
「
配
置
基
準
改
善

（
今
後
の
改
善
も
含
む
）
に

伴
う
保
育
士
確
保
」
「
保
育

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
状
況
」
「
ノ

ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
の
確

保
」
を
設
け
、
回
答
に
基
づ

き
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

『
保
育
士
確
保
』
自
治
体
保

育
士
の
非
正
規
率
は
高
く
、

全
て
の
自
治
体
で
正
規
よ
り

非
正
規
保
育
士
数
が
上
回
っ

て
い
ま
す
。
保
育
園
の
希
望

は
「
会
計
年
度
職
員
は
パ
ー

ト
で
つ
な
ぐ
の
で
は
な
く
、

フ
ル
の
確
保
を
」
で
す
が
、

多
く
の
自
治
体
で
「
パ
ー
ト

で
も
確
保
が
困
難
」
な
状
況

で
す
。
県
本
部
保
育
部
会
は

「
今
後
の
配
置
基
準
を
見
越

し
、
計
画
的
な
正
規
保
育
士

採
用
」
を
要
求
し
ま
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

８
月
８
日
、
人
事
院
は
国

会
と
内
閣
に
対
し
、
官
民
較

差
２
・

76％
・
１
１
１
８
３

円
に
も
と
づ
き
国
家
公
務
員

の
本
俸
（
月
例
給
）
す
べ
て

の
号
給
の
引
上
げ
、
一
時
金

支
給
月
数
０
・

10月
引
き
上

げ
る
「
勧
告
」
を
行
い
ま
し

た
。

西
予
市
職
労
は
８
月

19日

「
第
５
回
団
体
交
渉
」
を
実

施
し
、
組
合
役
員

15人
、
総

務
部
長
・
医
療
介
護
部
長
ほ

か
３
人
が
参
加
。
７
月

22日

臨
時
議
会
で
「
市
民
病
院
・

野
村
病
院
・
つ
く
し
苑
の
指

定
管
理
者
を
地
域
医
療
振
興

協
会
（
以
下
「
協
会
」
）
と

す
る
。
指
定
期
間
は
Ｒ
７
年

４
月
１
日
～
Ｒ

17年
３
月

31

日
の

10年
間
」
の
議
案
が
１

票
差
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
◎
医
療
介
護
職
員
の

身
分
・
処
遇
が
ど
う
な
る
の

か
、
◎
市
長
（
市
当
局
）
が

雇
用
者
責
任
を
ど
う
果
た
す

の
か
、
職
員
の
不
安
や
不
信

の
『
怒
り
の
声
』
を
ぶ
つ
け

交
渉
し
ま
し
た
。

■
来
年
３
月
に
地
方
公
務
員

法

28条
に
よ
り
分
限
免
職
処

分
と
な
る
職
員
が
、
医
療
介

護
職
で
約
４
０
０
人
と
給
食
・

清
掃
等
施
設
管
理
従
事
者
で

44人
（
当
局
提
示
）
お
り
、

分
限
免
職
に
つ
い
て
総
務
部

長
は
「
職
員
に
責
任
は
な
い

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
発

言
。
「
責
任
が
な
い
医
療
介

護
の
職
員
が
大
き
な
不
利
益

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
到
底
納
得
で
き
な
い
」

等
々
、
分
限
免
職
に
よ
る
生

活
と
将
来
設
計
へ
の
不
安
、

４
０
０
人
以
上
の
職
員
を
解

雇
し
よ
う
と
す
る
市
長
（
市

当
局
）
の
無
責
任
・
不
誠
実

さ
に
対
し
て
強
い
怒
り
の
発

言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

■
市
の
基
本
姿
勢
と
し
て

「
指
定
管
理
後
も
地
域
の
医

療
介
護
を
守
り
拡
充
す
る
責

任
を
市
が
果
た
す
」
こ
と
を

確
認
し
、
総
務
部
長
は
「
指

定
管
理
に
移
行
す
る
が
、
職

員
に
残
っ
て
も
ら
っ
て
地
域

の
医
療
介
護
を
支
え
て
ほ
し

い
」
と
発
言
。
こ
れ
に
対
し

「
残
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
の

な
ら
残
ろ
う
と
思
え
る
処
遇

に
す
べ
き
だ
」
「
退
職
時
と

指
定
管
理
移
行
時
の
処
遇
の

説
明
責
任
と
改
善
努
力
義
務

は
、
現
在
の
雇
用
者
で
あ
る

市
長
（
市
当
局
）
に
あ
る
」

と
追
及
し
「
今
後
も
で
き
る

こ
と
を
検
討
す
る
」
部
長
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

（１） 第５７１号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 ８月２５日

第 ５７１ 号

日 程

【８月】

24 自治労連事前会議（茨城）

25 自治労連定期大会

（茨城～26）

【９月】

１ 保育部会幹事会

６ 医療介護評幹事会（web）

７ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

９ 宇和島病労組執行委員会

11 松山市職労執行委員会

四国Ｂ幹事会（愛媛）

14 県本部拡大執行委員会

県本部労働学校

（県本部～15）

21 県医労連定期大会

26 医療・介護・福祉従事者

2024秋の国民集会

30 宇和島市職連代表者会議

【10月】

１ 県自治体退職者の会総会・

懇親会（共済会館）

５ 地方自治研究全国集会in

愛知（～6）

12 県本部拡大執行委員会

19 いのちまもる10・19総行

動

《月例給》すべての号給を引上げ

初任給引上げ…高卒21,400円・大卒23,800

円、平均月収4.4％改善

《一時金》0.10月分引上げ

期末手当0.05月、勤勉手当0.05月アップ

《給与制度のアップデート》※来年度実施

１）俸給等…初任給・若年層の水準を大幅引

き上げ（R6年4月に先行実施）。来年度か

ら新たな給料表を施行。

２）地域手当の大くくり化…愛媛県は支給な

し。都道府県単位を基本、中核的な市は個

別指定。

３）通勤手当等…支給限度額を月15万円に引

上げ。交通用具利用者の改善は言及なし。

４）扶養手当…R7年度からの2年間で段階的

に実施。配偶者に係る手当を廃止（行（一）

7級以下職員今年度6,500円→R7年度3,000

円→R8年度廃止）、子に係る手当を増額

（子1人あたり今年度10,000円→R7年度

11,500円→R8年度13,000円）。

５）ボーナス…成績優秀者への勤勉手当の支

給上限を引上げ。

６）その他…再任用職員の手当支給の拡大

（住居手当、特地勤務手当、寒冷地手当等）。



『
保
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
状
況
』

昨
年
と
比
較
し
て
も
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
体

が
「
す
で
に
導
入
」
「
導
入

を
計
画
」
の
回
答
で
、
使
用

シ
ス
テ
ム
で
は
『
キ
ッ
ズ
・

ビ
ュ
ー
』
『
コ
ド
モ
ン
』

『
延
長
せ
ん
せ
い
』
に
分
か

れ
ま
し
た
。
懇
談
で
は
「
メ

ニ
ュ
ー
を
段
階
的
に
活
用
」

「
一
部
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

活
用
」
な
ど
の
工
夫
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

議
論
し
て
い
き
ま
す
。

『
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム

の
確
保
』
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

タ
イ
ム
と
は
「
休
憩
時
間
と

は
違
う
、
保
育
業
務
中
に
子

ど
も
た
ち
か
ら
離
れ
る
時
間
」

の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
業
務
か
ら
離
れ
、

書
類
作
成
や
活
動
準
備
な
ど

の
業
務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
中

に
保
育
士
同
士
で
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
普
段
の
勤
務
時
間
中

に
で
き
な
い
業
務
を
行
う
時

間
で
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
確
保
で
き
て
い
る
」

の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
が
、

懇
談
で
休
憩
時
間
と
の
混
同

や
完
全
に
子
ど
も
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
る
業
務
効
率
化
も
一

つ
の
手
段
で
す
が
、
人
員
確

保
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
「
す
べ
て
の
自
治
体
で

の
確
保
」
を
め
ざ
し
、
こ
の

問
題
に
と
り
く
み
ま
す
。

８
月
３
日
、
県
本
部

２
０
２
４
野
球
大
会
２

日
目
を
内
子
町
「
龍
王

球
場
」
で
開
催
。
２
度

雨
天
延
期
が
続
い
た
後
、

猛
暑
の
中
、
松
山
市
職

労
チ
ー
ム
と
西
予
市
職

労
チ
ー
ム
が
対
戦
。
２

回
裏
、
松
山
７
番
打
者

３
点
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
４

点
を
先
制
。
３
回
表
、

西
予
は
４
番
打
者
ヒ
ッ

ト
、
５
番
打
者
ツ
ー
ベ
ー

ス
で
３
点
を
反
撃
。
４
回
表
、

西
予
２
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス

で
右
中
間
ラ
イ
ナ
ー
を
松
山

ラ
イ
ト
が
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

で
逆
転
阻
止
な
ど
両
チ
ー
ム

と
も
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
粘
投
、

バ
ッ
タ
ー
の
好
球
必
打
が
光

る
好
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
※
10

月
５
日
自
治
労
連
軟
式
野
球

四
国
大
会
（
愛
媛
県
西
条
市
）

に
、
新
居
浜
チ
ー
ム
と
松
山

チ
ー
ム
が
参
加
、
高
知
の
２

チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
す
。

８
月
７
日
「
千
羽
鶴
を
海

外
へ
送
る
つ
ど
い
」
を
開
催

し

23人
が
参
加
。
は
じ
め
に

参
加
者
は
原
爆
と
戦
争
の
犠

牲
者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
今
井
実
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

「
私
の
被
爆
体
験
」
に
つ
い

て
田
中
英
子
さ
ん
（

86歳
）

が
話
し
、
当
時
は
ケ
ガ
の
処

置
も
十
分
で
き
ず
、
火
傷
の

薬
も
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

自
身
の
体
験
を
も
っ
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
「
今
年

の
平
和
行
進
の
特
徴
」
と
コ
ー

プ
え
ひ
め
・
新
婦
人
・
愛
媛

民
医
連
が
平
和
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
報
告
し
記
念
撮
影
。

今
年
集
ま
っ
た
折
り
鶴
、
約

17万
４
千
羽
を
３
カ
国
（
ア

メ
リ
カ
・
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
の
７
団
体
に
贈
り

ま
し
た
。
今
年
の
分
を
含
め

た
こ
れ
ま
で
の
合
計
は

33カ

国
１
０
４
団
体
５
７
９
万
５

千
羽
と
な
り
ま
す
。

伊
予
市
職
労
は
７
月

11日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

30人
が

参
加
し
、
す
べ
て
の
議
案
を

採
択
し
ま
し
た
。
県
本
部
森

賀
委
員
長
が
来
賓
と
し
て
あ

い
さ
つ
。
議
案
で
は
、
よ
り

正
確
に
組
合
員
の
声
を
伝
え
、

交
渉
で
勝
ち
取
っ
て
い
く
た

め
の
団
体
交
渉
方
法
の
見
直

し
、
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
向

上
と
組
合
員
の
負
担
軽
減
、

組
合
員
の
勧
誘
方
法
の
見
直

し
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で

承
認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
討

論
で
は
、
青
年
部
か
ら
１
年

間
の
と
り
く
み
や
成
果
に
つ

い
て
、
若
手
職
員
の
交
流
機

会
が
増
え
、
親
睦
が
深
ま
っ

て
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
お
な
じ
み
の

久
保
執
行
委
員
長
に
よ
る

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
新

執
行
委
員
長
の
吉
田
委
員
長

に
引
き
継
ぎ
、
大
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月
９

日
、
定
期
大
会
を
開
催
し

51

人
が
参
加
。
執
行
部
の
報
告
・

提
案
に
対
し
、
職
場
や
部
会

の
「
生
の
声
」
を
５
人
が
発

言
。
ど
の
職
場
も
切
実
な
人

員
不
足
や
賃
金
・
休
暇
・
雇

用
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

調
理
員
部
会
か
ら
は
、
自
校

方
式
の
学
校
給
食
が
今
年
１

学
期
で
長
い
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
こ
と
に
関
し
「
こ
れ
ま

で
の
思
い
や
今
後
の
処
遇
へ

の
不
安
」
を
発
言
。
討
論
の

ま
と
め
で
越
智
委
員
長
が

「
人
員
は
危
機
的
で
ギ
リ
ギ

リ
の
状
態
で
市
民
の
た
め
に

と
何
と
か
踏
ん
張
っ
て
い
る
。

職
場
の
声
を
理
事
者
に
届
け
、

人
員
不
足
解
消
・
職
場
環
境

改
善
に
と
り
く
ん
で
い
く
」

と
発
言
。
運
動
方
針
案
・
予

算
案
を
全
会
一
致
で
承
認
し
、

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
閉

会
。
大
会
後
に
「
福
引
き
大

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
８
月
９

日
、
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
中
野
委
員
長
が
報
告

と
提
案
を
行
い
、
経
過
で
は

「
単
組
パ
ワ
ハ
ラ
学
習
会
の

実
施
」
「
単
組
要
求
で
の
休

暇
等
の
改
善
」
な
ど
を
報
告
。

運
動
方
針
で
は
要
求
活
動
・

職
場
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り

の
３
つ
の
原
点
で
と
り
く
む

こ
と
な
ど
提
案
。
参
加
者
で

討
論
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
中
野
委
員
長
は
「
未

加
入
者
に
執
行
委
員
が
声
か

け
し
て
組
合
員
を
増
や
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し
、
組
合

員
が
言
い
に
く
い
こ
と
を
組

合
が
代
弁
し
て
い
く
。
学
習

会
や
レ
ク
も
行
い
た
い
」
な

ど
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

■
南
海
ト
ラ
フ
に
備
え
て
物

品
確
認
中
で
す
。

（
西
予
・
形
山
）

■
気
づ
け
ば
夏
が
終
わ
り
そ

う
で
す
。
海
や
川
へ
行
き
た

か
っ
た
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
酒
井
）

■
雨
が
全
く
降
ら
な
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
農
作
物
が

心
配
で
す
。

（
新
居
浜
・
杉
田
）

■
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら

く
中
止
だ
っ
た
明
浜
町
の

「
か
っ
ぱ
祭
り
」
。
真
夏
の

夜
空
の
花
火
は
最
高
で
し
た
。

（
西
予
・
後
畠
）

■
父
が
家
庭
菜
園
を
始
め
ま

し
た
。
キ
ュ
ウ
リ
は
ど
れ
も

同
じ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

採
れ
た
て
の
キ
ュ
ウ
リ
ほ
ど

美
味
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ろ
そ
ろ
旬
の
時
期
も

終
わ
り
で
す
が
、
来
年
も
た

く
さ
ん
キ
ュ
ウ
リ
が
採
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
宇
和
島
・
新
城
）

■
暑
い
と
ホ
ラ
ー
映
画
が
見

た
く
な
る
性
分
で
し
て
、
昔

は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
で
ク
ソ

映
画
を
避
け
る
た
め
吟
味
に

吟
味
を
重
ね
、
借
り
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
サ
ブ
ス
ク
で

い
く
ら
で
も
ホ
ラ
ー
を
観
れ

る
の
で
最
高
で
す
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
実
家
の
不
要
物
の
片
付
け

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
タ
ン

ス
や
机
は
一
人
で
動
か
せ
ず
、

家
族
総
動
員
で
し
た
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
今
回
の
ク
イ
ズ
は
１
番
難

し
か
っ
た
で
す
。
わ
か
っ
て

胸
の
つ
か
え
が
お
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
黒
川
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７１号

２０２４年 ８月２５日

■
５
６
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
カ
ヌ
タ
ネ
ハ
ハ
エ

ヌ
」
（
ま
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
）

で
し
た
。
正
解
は

11通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

黒
川
泰
子
（
新
居
浜
）

船
上
英
子
（
西

予
）

西
原
紀
子
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
７
３
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①ヒナゲシの別名。夏目漱石の小説名にも

④宴会が終わって次の店で

⑦梅雨の初めに吹く南風、「黒南風」の

読み方は

⑧○○○○⇔形式

⑨焼けた跡

【タテのカギ】

①標準時の一。国際的標準時に採用されてい

る

②すぐれた人格の持ち主

③○○ル、○○じき、かつだん○○

⑤物に色をつけること

⑥（英語）詩人

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

「
要
領
よ
く
人
と
付
き
合
っ
て
い
く
」
の

四
字
熟
語
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う

西予 ０ ０ ３ ０ ０ ３
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